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昭
和
37
年
5
月
14
日
、
当
時
の
美

浜
町
長
綿
田
捨
三
氏
は
、
北
栄
造
福

井
県
知
事
に
招
請
さ
れ
県
庁
へ
出
向

き
ま
す
。
突
然
呼
び
出
さ
れ
た
綿
田

町
長
が
知
事
の
口
か
ら
聞
か
さ
れ
た

こ
と
は
、
思
い
も
よ
ら
な
い
計
画
と

そ
れ
に
対
す
る
協
力
要
請
で
し
た
。

　

｢

日
本
原
子
力
発
電
㈱
の
原
子
力
発

電
所
を
美
浜
町
丹
生
地
区
に
建
設
す

る
計
画
が
あ
る
。
つ
い
て
は
、
関
係

地
区
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。｣

　

昭
和
31
年
1
月
の
原
子
力
基
本
法

の
施
行
と
原
子
力
委
員
会
の
設
置
に

よ
り
、
日
本
の
原
子
力
開
発
は
本
格

的
に
始
ま
り
ま
す
。
同
年
、
原
子
力

委
員
会
は
、｢

昭
和
40
年
以
降
に
新
設

す
る
火
力
発
電
設
備
の
相
当
部
分
を

原
子
力
発
電
に
置
き
換
え
る｣

と
い
う

長
期
計
画
を
発
表
。
こ
れ
を
契
機
に

電
力
会
社
は
、
原
子
力
発
電
開
発
に

積
極
的
に
乗
り
出
し
ま
す
。

　

当
時
、
福
井
県
で
は
、
発
電
所
の

建
設
を
巡
り
、
県
内
産
業
の
振
興
を

目
的
に
積
極
的
な
誘
致
運
動
を
展
開

し
て
い
ま
し
た
。

　

当
初
、
こ
の
原
子
力
発
電
所
は
、

川
西
町(

現
在
の
福
井
市
三
里
浜
地

区)

が
誘
致
に
積
極
的
で
し
た
が
、
地

質
調
査
の
結
果
、
強
固
な
岩
盤
が
深

い
と
こ
ろ
に
し
か
な
か
っ
た
こ
と
か

県
知
事
か
ら
の
協
力
要
請

原
子
力
発
電
所
の

誘
致
と
建
設

ま
ち
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

突然町にかかってきた一本の電話。それは、原子力発電所の話

だった。綿田捨三町長が、未来を見据え打った布石。理解を求

め奔走する先人たちを追った。

　

あ
の
頃
、
原
子
力
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
は
、
原
子
爆
弾
の
印
象
が
強

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
丹
生
で
は
発

電
所
の
影
響
で
海
水
温
が
上
が
り
、

漁
業
に
支
障
を
き
た
す
の
で
は
な
い

か
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
海
に

い
る
タ
コ
が
茹
で
上
が
っ
て
し
ま
う

と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

発
電
所
建
設
予
定
地
の
中
に
は
、

未
登
記
の
土
地
も
あ
り
、
登
記
の
手

続
き
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
当
時
、
役
場
に
は
町
長

用
の
自
動
車
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
道
が
十
分
に
整
備
さ
れ

て
お
ら
ず
、
バ
ス
の
運
行
は
菅
浜
ま

で
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
丹
生
の
旅

館
に
泊
ま
り
込
み
、
土
地
の
測
量
や

境
界
の
確
認
に
何
度
も
立
ち
会
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

土
地
の
売
買
に
あ
た
っ
て
は
、
65

人
の
地
権
者
か
ら
同
意
を
い
た
だ
く

た
め
、
何
度
も
お
願
い
に
出
向
き
ま

し
た
。
全
員
が
了
承
し
て
く
れ
た
時

は
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

発
電
所
の
誘
致
に
よ
り
、
美
浜
町

は
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。
誘
致
に

ご
理
解
い
た
だ
い
た
地
元
、
そ
し
て

町
民
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

髙城 茂 さん ( 興道寺 ) 地元の説得に苦労 元美浜町助役 ( 当時 ･ 総務課長補佐 ) 
Takagi Shigeru

原子力施設の先進地､茨城県東海村を視察する町の代表者たち
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年月日 内　　容

S37. 5.14 北知事、綿田町長に原子力発電所設置計画を説明

S37. 6.27 町議会、原子力発電所誘致を決議

S37.11. 9 日本原子力発電㈱が関西電力㈱に土地売買契約上の地位を承継

S41. 3.22 県道白木線拡幅工事起工式

S41. 5.31 丹生漁協等と関西電力㈱、漁業補償協定締結

S42. 8. 7 2号機、増設決定

S42. 8.21 1号機着工(工事計画認可)

 S43.12.19 2号機着工(工事計画認可)

 S45. 8. 8 1号機、初送電（万博会場へ１万ｋＷ）

S45. 8.15 町長､関西電力㈱に３号機増設を要請

 S45.11.28 1号機、営業運転開始

S46. 8. 3 
町及び県と関西電力㈱､原子力発電所の設置運転に伴う周辺環境
放射能の安全確認等に関する｢覚書｣締結

S46. 9.26 3号機建設に反対して美浜町漁民総決起大会開催

S46.10. 5 町長、関西電力㈱に3号機工事一時中止の要請

S46.10.14 町、関西電力㈱に放射能測定体制の強化等を依頼

S46.11. 3 町水産振興会、議会への3号機建設中止請願を取下げる

S46.12.25 ｢美浜町原子力環境安全監視委員会設置条例｣を制定

S47. 1.29 町議会、３号機の受け入れを決議

S47. 7.25 2号機、営業運転開始

S47. 7.31 3号機着工(工事計画認可)

S51.12. 1 ３号機、営業運転開始

H 3. 2. 9 ２号機、蒸気発生器伝熱管破断事故発生

H 6. 7. 7 ２号機、蒸気発生器取替工事完了

H 6.10.13 ２号機、営業運転再開

H16. 8. 9 ３号機、２次系配管破損事故発生

H17. 7.25 原子力事業本部を美浜町に移転

H18. 5.26 3号機、運転再開を了承

H19. 2. 7 3号機、営業運転再開(約2年6か月ぶりに)

H21.11. 5 1号機、40年目の高経年化技術評価書を提出

H22. 6.28 国が1号機の40年目の高経年化技術評価と長期保守管理方針を認可

H22. 6.28 関西電力㈱が、1号機の今後の運転方針を表明

H22.11. 8 町長、1号機の運転方針を了承

ら
、
花
崗
岩
質
で
地
質
の
優
れ
た
丹

生
地
区
が
新
た
な
候
補
地
に
選
ば
れ

た
の
で
す
。

誘
致
に
向
け
動
き
出
し
た
町

　

県
知
事
と
の
面
会
の
後
、
綿
田
町

長
は
、
直
ち
に
地
元
住
民
に
状
況
を

説
明
。
5
月
18
日
に
は
、
発
電
所
立

地
地
区
の
視
察
の
た
め
、
丹
生
区
代

表
者
と
と
も
に
茨
城
県
東
海
村
へ
向

か
い
ま
す
。

　

当
時
、
原
子
力
発
電
所
の
受
け
入

れ
に
は
一
部
で
、｢

爆
発
の
恐
れ
が

あ
る｣｢

魚
や
米
が
と
れ
な
く
な
る｣

と
い
っ
た
反
対
の
動
き
も
あ
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
綿
田
町
長
の
強
い
啓
発

活
動
と
地
元
住
民
の
理
解
に
よ
り
、

5
月
22
日
の
丹
生
区
総
会
で
は
、
誘

致
へ
の
賛
成
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
6
月
2
日
、
丹
生
地
区
の
全

面
的
な
協
力
に
よ
り
、
建
設
用
地
の

土
地
売
買
契
約
が
成
立
。
6
月
27
日

の
臨
時
町
議
会
で
は
、｢

福
井
県
総

合
開
発
計
画
に
基
づ
く
原
子
力
発
電

所
を
本
町
に
誘
致
す
る
。｣

と
い
う
決

議
が
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

関
西
電
力
㈱
に
よ
る
建
設

□ 町と美浜発電所の主なあゆみ

　

そ
の
後
、
か
ね
て
か
ら
原
子
力
発

電
所
の
立
地
地
点
を
探
し
て
い
た
関

西
電
力
㈱
が
、
日
本
原
子
力
発
電
㈱

よ
り
発
電
所
建
設
用
地
を
譲
り
受

け
、
関
西
電
力
㈱
初
の
原
子
力
発

電
所
で
あ
る
美
浜
発
電
所
1
号
機

を
建
設
し
ま
し
た
。

　

1
号
機
の
建
設
工
事
は
、
昭
和

42
年
8
月
か
ら
始
ま
り
、
昭
和
45

年
8
月
に
大
阪
万
博
会
場
へ｢

原
子

の
灯｣

を
試
送
電
、
同
年
11
月
28
日

に
営
業
運
転
を
開
始
し
ま
す
。
2

　発電所誘致の話を聞いた時、丹生は大騒ぎになりました。当時
は、社会全体が先の見えない時代で、発電所が建設されることで自
分たちの生活が豊かになっていくことを疑問視しているところも
あったかと思います。
　何度も総会を開き、丹生区としての対応について話し合いました。
賛成、反対を含めいろいろな意見がありましたが、行政や事業者の説
明を聞く中で、最終的に誘致を受け入れることになりました。
　この40年間で一番印象に残っているのは、平成3年2月と平成16年
8月の事故のことです。発電所の安全運転は当然として、町の方で
も、万が一の事態に備え、今後もしっかりとした防災体制に努めて
ほしいと思います。

山瀬　克 さん ( 丹生 ) 先の見えない時代でした 漁師

Yamase Suguru

号
機
は
昭
和
43
年
12
月
着
工
、
昭
和
47

年
7
月
営
業
運
転
開
始
、
3
号
機
は
昭

和
47
年
7
月
着
工
、
昭
和
51
年
12
月
に

営
業
運
転
を
開
始
し
、
現
在
に
至
り
ま

す
。
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町
の
産
業
は
、
原
子
力
発
電
所
が

立
地
す
る
ま
で
、
農
業
や
漁
業
が
中

心
で
し
た
。
昭
和
45
年
の
国
勢
調
査

に
よ
る
と
、
農
業
や
漁
業
に
代
表
さ

れ
る
第
1
次
産
業
に
従
事
し
て
い
る

人
の
割
合
は
、
全
体
の
42
・
4
％
で

し
た
。

　

し
か
し
、
発
電
所
の
立
地
を
契
機

に
、
町
で
は
商
工
業
が
急
速
に
発
展

し
て
い
き
ま
す
。
時
代
の
流
れ
に
よ

る
産
業
構
造
の
変
化
も
あ
り
ま
す

が
、
発
電
所
の
維
持･

運
営
に
は
、
多

く
の
業
種
が
必
要
と
さ
れ
た
か
ら
で

す
。

　

平
成
17
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
第

1
次
産
業
に
従
事
す
る
人
の
割
合
は

10
・
2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

代
わ
り
に
、
発
電
所
関
連
の
仕
事
を

含
む
第
3
次
産
業
に
従
事
す
る
人
の

町の移り変わり

産
業
の
変
化

割
合
は
68
・
3
％
で
、
実
に
全
体
の

約
7
割
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

現
在
、多
く
の
町
民
が
発
電
所
や
そ

の
関
連
企
業
で
働
い
て
お
り
、
親
子

2
代
で
原
子
力
関
係
の
仕
事
に
就
い

て
い
る
例
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

営
業
運
転
開
始
か
ら
40
年
を
経
過

し
た
今
、
発
電
所
は
、
こ
の
町
の
雇

用
を
支
え
る
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い

ま
す
。

発電所がもたらしたもの

昭和45年に産声を上げた発電所。このことをきっかけに、私た

ちのまちや暮らしは どう変わったのでしょうか。

　

昭
和
48
年
12
月
か
ら
発
電
所
内
の

社
員
食
堂
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て

ま
す
。
そ
れ
以
前
も
発
電
所
に
弁
当

を
納
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
き
っ
か

け
は
、
発
電
所
の
方
か
ら
や
っ
て
み

な
い
か
と
誘
わ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

　

最
初
の
10
年
程
は
、
朝
の
8
時
か

ら
夜
の
8
時
頃
ま
で
、
年
中
無
休
で

働
き
ま
し
た
。
大
き
な
会
社
の
社
員

食
堂
を
任
さ
れ
た
の
だ
か
ら
い
い
加

減
な
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
責
任

感
か
ら
、
と
に
か
く
無
我
夢
中
だ
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

定
期
検
査
中
の
発
電
所
で
は
、
本

当
に
多
く
の
人
が
働
い
て
い
ま
す
。

1
日
４
０
０
個
近
く
の
弁
当
を
準
備

し
ま
す
し
、
何
百
人
も
の
方
が
食
堂

を
利
用
し
て
く
れ
ま
す
。｢

お
ば
ち
ゃ

ん
、
お
い
し
か
っ
た
で｣

と
言
っ
て
も

ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
し
、
そ
れ
を

励
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
発
電
所
で
働

く
人
た
ち
を
裏
で
支
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

発
電
所
は
、
地
元
の
雇
用
を
考
え

る
上
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
今
後
も
、
安
全
運
転
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
の
振
興

に
貢
献
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

中島 明子 さん ( 菅浜 ) これからも発電所とともに 発電所内で社員食堂を営む 
Nakajima Akiko

朝の丹生大橋前では、橋を
渡った先にある発電所へ向
かう車やバスで混雑する。
警備員の入所チェックを受
けて、はじめて通行が許可
される。


